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注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus、Google Earthを使用



１.はじめに
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都市構造可視化計画ウェブサイト等を用いて、
データの項目や精度等を検討

都市構造可視化計画ウェブサイト
から各種データをダウンロードし、
Google Earthで表示

他の職員にも意見を聞きながら、
活用方法を検討

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus、Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus、Google Earthを使用



２.従来データの確認
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市が公表している従来データを確認

都市交流会議i- 2024

注：豊中市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより

・地区別の人口を整理しているものの、
直感的に分かりづらい



３.従来データの確認
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市が公表している従来データを確認

都市交流会議i- 2024

注：豊中市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより

・将来の人口を整理しているものの、
直感的に分かりづらい



４.データの可視化（サンプル）
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内部共有用として、市域における
「将来の人口分布の経年変化」についてのデータを可視化

都市交流会議i- 2024

２０１０年 ２０２０年 ２０３０年 ２０４０年 ２０５０年

・市域の北部に人口が偏っている
・市域の南部は６５歳以上人口の割合が高い
・今後は全域で人口減少と高齢化が続き、
特に市域の南部ではその変化が顕著

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus
Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus
Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus
Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus
Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus
Google Earthを使用



５.課内での共有
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課内で都市構造可視化の可能性について共有

都市交流会議i- 2024

・都市構造可視化の意義を共有
・都市構造可視化計画のWEBサイトを共有
・作成したサンプルデータの共有

・他の様々なデータを用いて、
可視化までの手順を共有

・GISとの連携の可能性について共有

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus、Google Earthを使用

注：都市構造可視化計画、
Image Landsat / Copernicus、Google Earthを使用



６.今後の活用方法
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都市構造の可視化のメリット等から、
今後の活用方法について検討

都市交流会議i- 2024

〇メリット
・各種グラフを用いるよりも、立体的で圧倒的に分かりやすい
・GISを熟知していなくても、都市構造可視化計画にUPされている

データであれば誰でも簡単に可視化が可能
・GISを用いることで、アイデア次第でその活用方法は無限大
・出典元明記のルールを遵守すれば、対外的な説明資料にも活用できる

〇デメリット
・Google Earthを使用できる端末での操作が必要
・複数のデータをダウンロードや起動させる場合、
ある程度PCのスペックが必要

＜今後の活用＞
・各種計画立案時での活用が期待できる
・防災部局や企画部局での活用も期待できる



大阪府豊中市
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都市の紹介

都市交流会議i- 2024

〇位置
大阪府の北部に位置し、

「住宅都市」「教育文化都市」
として発展

〇人口

４０６，９３１人
（令和５年４月１日時点）

〇面積
３６．６０ｋ㎡

（市内全域が市街化区域）

〇ランキング２０２３（関西圏）
住みたい街 ８位 千里中央
住みたい自治体 ８位 豊中市
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